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腫瘍は非常に不均一であり、標準的な生検では重要な腫瘍の特徴を見逃す可能性があります。Invitae
のmultiplex-anchored PCR技術と新しいECLIPSEソフトウェアを採用したPCM™ (Personalized 
Cancer Monitoring)アッセイでのTRACERx試験から有望な知見が得られました。この知見は標準的な
画像診断で病変が認められない場合でも早期または再発時に代表的な腫瘍のサンプリングができるPCM
の大きな可能性を示すもので、将来的には臨床試験の層別化や患者にとって最善の治療計画のための一助
となることが期待されます。
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